
タイトル 日米高校生サミット in 陸前高田2013

日時 2013年7月13日（日）

会場 陸前高田市役所 大会議場

内容 国際交流基金による「米国ＪＥＴ（外国人指導助手）記念高校生招へ
い事業」は、東日本大震災で犠牲となった２人のＪＥＴの業績をたたえ、
将来日米の懸け橋となる若者を育成しようと、日本文化などを学ぶア
メリカ人高校生32人を招待しました。

大船渡高校、高田高校、住田高校の３校から計２２人の参加者があ
りました。

今年のテーマは「気仙地域に海外からの観光客をもっと増やすには
何が必要か」です。

日米の高校生は８班に分かれ、通訳のボランティアの支援を受けな
がら、気仙地域への外国人の訪問者を増やす方策を話し合いました。

互いに身ぶり手ぶりを交え、「ホームステイの機会を増やす」、
「フェイスブックを活用する」、「震災遺構を観光資源にする」などと提案
がありました。

何か月も準備下さった関係者の皆様、当日サポートして下さった皆様、
何より参加してくださったみなさま有難うございました。

また新しいつながりができたのではないかと思います。

※一部、はなそう基金様の文章を引用させて頂きました。

主催
共催
後援

主催：NPO法人陸前高田市支援連絡協議会AidTAKATA
共催：国際協力基金、はなそう基金
後援：陸前高田市教育委員会、陸前高田市
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